
経常収支比率と財政力指数の状況：普通会計

■経常収支比率

経常収支比率とは財政構造の弾力性を判断するための指標で、町税、交付税のように使途が特定さ

れず毎年度経常的に収入される財源（経常一般財源）のうち人件費、扶助費、公債費のように毎年度

経常的に支出される経費（経常経費）に充当されたものの占める割合です。

８０％を超えると弾力性を失いつつあると考えられています。

■財政力指数

財政力指数は地方公共団体の財政力を示す指数として用います。財政力指数が高いほど自主財源の

割合が高いことを示し、財源に余裕があることになります。財政力指数が単年で１を超える場合には、

自立して財政運営できることを示し、普通交付税の不交付団体となります。
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